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アカモズによるモズ幼鳥への給餌例

今西貞夫

和光大学人文学部人間関係学科浦本研究室：〒195束京都町田市金井町2160

ある種が他種のヒナや幼烏に給餌をする例は，Skutch（1961,1976）によりまとめられており，

それ以外にも報告がある（塚田1953，丸山1966，大浪1972，宮崎1973，風間1974,Abraham

1978,林1978,Ｓｉｍｍｓｌ９７８，生田1989,Cockbainl990，Hoffmanneta1.1991,Swindells

l994)．著者はカッコウＣｕc"Ｊｕｓｃα"or哩ｓの調査を行なっている過程で，アカモズＬα､虹s

crjstazusがモズＬ、６皿cephaZusの幼鳥に給餌をしているのを観察したので報告する．

調査地は長野県南佐久郡南牧村野辺山（35.57'Ｎ，１３８．２８'Ｅ）で，この地域ではアカモズとモズ

は同じ環境に生息し，ほぼ同時期に繁殖している．

給餌を受けていた雌の幼鳥のモズ（モズＲ）は，1994年７月４日に巣Ｎ（図１）においてふ化後１２

日目にほかの４羽のヒナとともに番号のついた環境庁の足環（ナンバーリング）が装着された．この

巣のヒナは３日後に巣立ったが，ヒナが巣立つ前にヒナの両親を捕狸し，ナンバーリングと個体識別

用の色つきの足環（カラーリング）を装着した．

７月19日と20日に林に隣接したＩ（図１）にかすみ網を設置し，足環のついていないアカモズの家

族を捕狸した．同時に巣立ち後14日目のモズＲを再捕獲し（20日)，カラーリングを装着した．捕狸

した雄の成鳥のアカモズ（アカモズＧ）にはナンバーリングとカラーリング，幼鳥のアカモズ３羽に

はナンバーリングを装着した．幼鳥のアカモズは尾羽の伸び具合などからモズＲとほぼ同じ年齢であ

ると推測された．

７月１９日と20日，アカモズＧが幼鳥のアカモズに給餌していた．

７月21日，林縁のⅡ（図１）でモズＲがアカモズＧに対して食物をねだる時に行なう翼を小刻みに

動かす行動と鳴き声をだし，アカモズＧより２回給餌を受けた．このアカモズＧはナンバーリングの

ついた幼鳥のアカモズにも給餌をしていた．１９～21日のあいだにこれらのアカモズとモズは，Ⅱの林

とＩの周辺の林縁とを往復していた．

７月22日，林縁のⅢ（図１）でナンパーリングのついた雄の幼鳥のモズ１羽とこのモズの近くで鮮

戒するカラーリングのついた親鳥２羽を観察した．なお，この親鳥がいたⅢの林と子供であるモズＲ

が給餌を受けていたⅡの林との距離は約70ｍである．

７月30日，アカモズＧが鱗遡目の幼虫をくわえてⅣ（図１）に行くと，すぐに食物をねだる鳴き声

があり，そこにはモズＲがいてアカモズＧに引きつづいて餌ねだりをしていた．モズＲが給餌をうけ

たかどうかは確認できなかったが，状況からすると給餌を受けたようである．その後，Ⅱの木の枝先

にとまっているアカモズＧに対してモズＲとナンパーリングのついた幼鳥のアカモズ１羽が体を接す

るようにしきりに餌ねだりをしたが，アカモズＧは無視をした．アカモズＧには足環の付いていない

幼烏のアカモズも餌ねだりをしていた．
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これらのことから，モズＲはアカモズＧの家族の一員として行動をともにしていたことがわかる．

このようになった過程として，まずモズＲが自分の家族がいた林から約70ｍも離れた林に移動してし

まい両親からはぐれ，そこでよく似た年齢の親より給餌を受けている幼烏を連れたアカモズの家族と

出会い，餌ねだりをするとうまく食物をこの家族の親より与えられたので家族の一員となったと推測

できる．

今回の例は近縁種間のものであったが，似た例としてシロクロアメリカムシクイMzjotj〃αＵａｒｊａ

のっがいが，親からはぐれたカマドムシクイＳをjurusaurocapMjusの巣立ちビナの世話をしていた

例がある（Kendeighl945)．このような例からもモズとアカモズのように同所的に同時期に繁殖し

ている近縁種間では，他種の幼烏への給餌は稀でないように思われる．そして，このようにして育て

られたヒナは，同種を同種として認識するのか，それとも育ての親である近縁種を同種として認識す

るのかという点が，異種間つがいの形成との関係で興味がもたれる．

岐後に，文献の収集に協力していただいた山階鳥類研究所の茂田良光，平岡考，鶴見みや古，石本

あゆみの各氏に感謝申し上げる．
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図１．アカモズによるモズ幼烏への給餌が観察された地域．

Ｎ：モズの巣の位置，Ｉ：アカモズとモズが捕獲された場所，ⅡとⅣ：モズがアカモズから給餌

をうけた，または餌ねだりをした場所，Ⅲ：モズの両親がみられた場所

Ｆｉｇ．１．TheareawheretheBrownShrikewasfoundfeedingtheyoungBull-headedShrike．

Ｎ：ＮｅｓｔｗｈｅｒｅｔｈｅｙｏｕｎｇＢｕｌｌ－ｈｅａｄｅｄＳｈrikehatched、

Ｉ：ＴｈｅｐｌａｃｅｗｈｅｒｅｔｈｅＢｒｏｗｎＳｈｒｉｋｅｆａｍｉｌｙｗａｓｃａｐｔｕｒｅｄａｎｄｔｈｅｙｏｕｎｇＢｕｌｌ－headed

Shrikewasrecaptured．

ⅡａｎｄⅣ:TheplaceswheretheyoungBull-headedShrikewasfedbyand/orbeggedthe
BrownShrike．

Ⅲ：ＴｈｅｐｌａｃｅｗｈｅｒｅｔｈｅｙｏｕｎｇＢｕｌｌ－ｈｅａｄｅｄＳｈｒｉｋｅｐａｒｅｎｔｓｗｅｒｅｓｅｅｎ．
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